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＜論文の内容の要旨＞ 
 本論文は 4 つの部分からなる。 第一の部分では確率面積を用いた KP(カドムツェフ・ペ
ドヴィアシヴィリ)方程式のタウ関数の確率論的表現についての定理が与えられている。こ
れは申請者が新田泰史氏らとの共同研究によって得た結果であり、 その主な部分は、 国







JSIAM letters に掲載が決定している。本論文第三の部分では、 第一の結果に関連して、 確
率面積をラグランジアンとする経路積分がいわゆる“ボゾン化"を与える写像になっている














本論文の審査に関して、2014 年 1 月 31 日（金）13 時 00 分～13 時 40 分ウエストウイン
















 学位申請者は、本学学位規程第 18 条第 1 項該当者であり、論文内容および公聴会での質
疑応答を通して、学位申請者が十分な学識を有し、博士学位に相応しい学力を有している
と確認した。 
 以上の諸点を総合し、学位申請者に対し、本学学位規程第 18 条第 1 項に基づいて、「博
士（理学 立命館大学）」の学位を授与することが適当であると判断する。 
